
　
い
よ
い
よ
春
到
来
。
昨
年
は
10
年
に
一
度
と

い
う
大
量
の
ス
ギ
花
粉
が
多
く
の
人
を
苦
し
め

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
読
売
新
聞
の
Ｕ
Ｓ
Ｏ
放
送
（
３

月
の
最
優
秀
賞
）
は
大
い
に
笑
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
春
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
手
放
せ
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

ひるまだより
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医療法人

　
虫
歯
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
要
因
は
、
食
べ

物
や
飲
み
物
の
総
消
費
量
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
に
取
る
か
と
い
う
食
事
パ
タ
ー
ン
に
あ
る
。

小
児
の
肥
満
と
虫
歯
の
原
因
は
若
干
異
な
る
が
、

共
通
す
る
要
因
と
し
て
、
運
動
や
学
校
給
食
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環
境
の
変
化
が
あ
る
。

子
供
た
ち
は
、
学
校
や
家
庭
で
運
動
時
間
が
減

ら
さ
れ
、
親
は
安
全
へ
の
懸
念
か
ら
、
外
で
遊

ば
せ
る
の
を
躊
躇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
子
供
た
ち
は
テ
レ
ビ
を
観
た
り
し
て
、

屋
内
で
静
か
に
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
テ

レ
ビ
を
長
時
間
観
る
子
供
ほ
ど
、
高
脂
肪
で
糖

分
の
高
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る
傾
向
が
あ
る
」

と 
Palmer 

博
士
は
報
告
し
て
い
る
。
そ
こ
で

博
士
は
、
「
歯
科
医
は
普
段
の
業
務
の
中
で
、

健
康
増
進
と
口
腔
衛
生
の
両
方
に
役
立
つ
啓
発

活
動
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

（C
a
r
o
l
e
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.
 
P
a
l
m
e
r

）
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＜今月の花＊ソメイヨシノ＞

ホ と ひ と 息ッ

「もう七日待てと湖畔の花便り」

　多摩湖畔に居を構えて三十年以上

になります。今でこそ数は少なくな

りましたが、湖の周辺は有数の桜の

名所で、季節になると休日は夜昼な

く花見客で賑わいます。桜が咲くこ

の時期は、花散らしの雨や砂ぼこり

の風が吹いて、穏やかに花見のでき

る日はそう多くありません。

　桜の季節が近づくと、毎年湖畔の

花見を楽しみにしていた母に、見頃

の時期を知らせるのが習いになって

いました。冒頭の句はその情景を詠

んだ母の句です。家業とは無縁の歯

科の道に入ることを強く勧めてくれ

た母は、11年前、桜の開花に一月早

いある晴れた日の朝、静かに彼岸に

旅立ちました。以来、桜の開花が近

づくとこの句が浮かんで、亡き母を

思い出します。

ス
プ
リ
ン
グ
　
ハ
ズ
　
カ
ム

ご
あ
い

さ

つ

小
児
に
お
け
る
肥
満
と
虫
歯
の
関
係
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ト
ピ
ッ

ク

ス

か
ら

のヒ ル マ ト キ オ

　
犬
歯
は
、
肉
食
獣
が
食
物（
獲
物
で
あ
る
動
物
）に
食
い
つ
き

切
り
裂
く
た
め
の
牙
に
相
当
す
る
重
要
な
歯
で
す
。
ま
た
、
虫

歯
に
な
り
に
く
く
、
他
の
歯
が
抜
け
落
ち
て
も
最
後
ま
で
残
る

丈
夫
な
歯
で
、
矯
正
治
療
で
も
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
犬
歯
の
移
動
を
専
門
的
に
は「
キ
ャ
ナ
イ
ン
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の
目
的
は
、
犬
歯
の
位
置
を
決
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
上
下
の
歯
列
の
位
置
を
決
め
、
完
成
す
る
歯
列
の

基
準
と
す
る
事
で
す
。

　
ヒ
ト
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
血
液

は
弱
ア
ル
カ
リ
性
（pH7.4

）
に
保
た
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ヒ

ト
の
体
に
は
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
が
加
え
ら

れ
る
と
、pH 

を
正
常
域
に
保
と
う
と
す
る

緩
衝
能
（
か
ん
し
ょ
う
の
う
）
と
い
う
力

が
あ
り
ま
す
。
唾
液
に
も
緩
衝
能
が
あ
り
、

た
と
え
ば
口
の
中
が
酸
性
に
傾
く
と
、
唾

液
の
緩
衝
能
が
働
い
て
中
性
に
戻
そ
う
と

し
ま
す
。

　
唾
液
が
酸
性
に
な
る
と
虫
歯
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
緩
衝
能
の
低
い
ヒ

ト
は
そ
れ
だ
け
虫
歯
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
緩
衝
能
は
唾
液
の
分

泌
量
に
比
例
し
ま
す
の
で
、
口
が
渇
き
や

す
い
条
件
を
持
つ
ヒ
ト
は
、
十
分
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
唾
液
検
査
で
は

緩
衝
能
の
強
さ
も
調
べ
て
い
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
か
ら
予
約
の
変
更
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
４
月
10
、
11
日
の
診
療
は
、
都
合
に
よ
り
午
後
５

時
30
分
で
終
了
し
ま
す
。

ひ
る
ま
矯
正
歯
科
よ
り

矯 正 豆 知 識

唾
液
の
緩
衝
能

「
犬
歯
の
移
動
」
昨
年
一
月
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
治
療
の
様
子
を
経
過
と
と
も
に
解
説
入
り
で
掲
載
。

大
き
く
分
け
て
４
段
階
あ
る
矯
正
治
療
の
今
回
は
２
段
階
目
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

ド
キ
ュ

メ

ン

タ
リ
ー
・
矯

正

治

療

■上顎前歯部の正中離開を閉

鎖するためにパワーチェーン

を装着。

■上顎の犬歯は上顎骨に対し

て左右対称の位置にあるので、

遠心移動する必要はない。

上顎の犬歯に対して下顎の犬歯が前方

に位置している
犬歯の移動により、ほぼ理想的な犬歯

の位置関係になった

■犬歯移動の反作用で、下

顎前歯部のスペースを閉鎖。

■下顎の犬歯は上顎に対し

前方に位置しているので、

オープンコイルにより犬歯

を後方に移動する。

＜犬歯移動開始前の上顎＞

＜犬歯移動終了後の下顎＞＜犬歯移動終了後の上顎＞

～犬歯移動開始前と終了後の上顎と下顎～

理想的な犬歯の位置関係との比較

＜犬歯移動開始前の犬歯の位置関係＞ ＜理想的な犬歯の位置関係＞ ＜犬歯移動終了後の犬歯の位置関係＞

＜犬歯移動開始前の下顎＞
「
春
が
来
た
」

　
ス
プ
リ
ン
グ
　
ハ
ナ
　
カ
ム

｜
花
粉
症


